
アスファルト合材の不正納入に関する有識者委員会 規約 

 

令和６年９月２０日 

（名称） 

第１条 この委員会は、アスファルト合材の不正納入に関する有識者委員会（以下「有識者委員会」と 

いう。）という。 
 

（目的） 

第２条 有識者委員会は、アスファルト合材の不正納入に関する事案を受け、原因分析、再発防止策、

再生骨材が混入した工事の修補等の方針について専門的見地から検討し、国土交通省に対して提言を

行うことを目的とする。 
 

（委員） 

第３条 有識者委員会の委員は、別紙のとおりとする。 
 

（委員長および副委員長） 

第４条 有識者委員会に委員長を１名、副委員長１名を置く。 

２ 委員長および副委員長は、事務局の推薦により委員の確認によってこれを定める。 

３ 委員長は、有識者委員会の議長となり、議事の進行に当たる。 

４ 委員長に事故があるときは、委員のうちから委員長が指名する者が、その職務を代理する。 
 

（技術検討ワーキンググループの設置） 

第５条 第２条に掲げる事項について専門的な調査、検討を行うため、有識者委員会に技術検討ワーキ

ンググループを置く。 

２ 座長は、事務局の推薦により委員の確認によってこれを定める。 

３ 技術検討ワーキンググループの組織、運営その他必要な事項は、座長が別に定める。 
 

（事務局） 

第６条 有識者委員会の事務局は、国土交通省大臣官房技術調査課、大臣官房公共事業調査室、道路局 

国道・技術課、道路局環境安全・防災課、道路局高速道路課、道路局参事官（有料道路管理・活用）

付、航空局航空ネットワーク部空港技術課が行う。 
 

（関係者からの意見聴取） 

第７条 委員長が必要と認めるときは、関係者からその意見を聞くことができる。 
 

（議事の公開） 

第８条 委員会については冒頭部分のみ公開とし、傍聴は不可とする。議事要旨について、事務局は委 

員長の確認を得たのち、委員会後速やかにホームページで公開する。 
 

（守秘義務） 

第９条 委員会委員に対しては、国家公務員と同様に国家公務員法上の守秘義務が課せられる。 
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